
 

月
ヶ
上  
（
つ
き
が
う
え
）

山
川
を
挟
ん
だ
川
久
保
の
東
に
あ

り
、新
城
村
に
通
ず
る
。寛
保
３(
１
７

４
３
）年
の
大
火
で
全
26
軒
の
内
23

軒
が
消
失
す
る
と
の
記
録
が
あ
る
。

 

田
　
町  

（
た
ま
ち
）

東
海
道
付
替
え
整
備
以
降
の
慶
長

14（
１
６
０
９
）年
頃
か
ら
開
発
が
進

ん
だ
と
思
わ
れ
る
。明
和
２（
１
７
６

５
）年
大
風
水
害
で
山
川
の
石
橋
が

流
失
し
、一
帯
が
浸
水
し
た
。

 

片
　
町  

（
か
た
ま
ち
）

加
藤
氏
入
部
の
天
和
２（
１
６
８
２
）

年
、東
見
附
が
設
け
ら
れ
た
。「
伊
勢

参
宮
名
所
図
会
」の
枡
形
は
当
見
附

と
思
わ
れ
る
。慶
長
10
年
の
東
海
道

付
替
え
で
東
端
と
な
り
、江
戸
口
と

な
っ
た
。

 

松
原
町  

（
ま
つ
ば
ら
ち
ょ
う
）

当
町
南
で
野
洲
川
が
屈
曲
す
る
所
が

「
牛
ヶ
淵
」と
い
わ
れ
、慶
長
５
年
の
家

康
謀
殺
が
計
略
さ
れ
た
と
い
う
。

 

作
坂
町  

（
つ
く
り
ざ
か
ち
ょ
う
）

慶
長
６(

１
６
０
１)

年
、宿
駅
制
定
と

同
時
に
伝
馬
町
に
指
定
さ
れ
た
。町

の
西
端
で
北
裏
通
り
が
分
岐
し
、高

札
場
が
設
け
ら
れ
札
の
辻
と
称
さ
れ

た
。町
名
の「
作
坂
」は「
造
酒
」か
ら

付
け
ら
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

 

旅
籠
町  

（
は
た
ご
ま
ち
）

慶
長
６
年
、作
坂
町
と
共
に
伝
馬
町

に
指
定
さ
れ
た
。南
は
野
洲
川
の
河

原
へ
続
き
、町
の
う
ち
南
裏
通
り
一

帯
を
川
岸
と
称
し
た
。東
端
南
側
に

伝
馬
会
所
が
あ
っ
た
。

 

葛
籠
町  

（
つ
づ
ら
ま
ち
）

東
海
道
を
挟
ん
だ
両
側
町
。
町
名

は
特
産
品
の
葛
細
工
に
ち
な
む
と
思

わ
れ
る
。町
の
東
西
に
辻
が
南
北
に

通
る
。

 

大
池
町  

（
お
い
け
ま
ち
）

町
の
東
西
の
端
を
南
北
に
辻
が
通

る
。町
の
東
端
南
側
に
問
屋
場
が
置

か
れ
、北
側
に
は
人
足
部
屋
が
あ
っ

た
。水
口
三
筋
町
の
中
心
地
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

柳
　
町  

（
や
な
ぎ
ま
ち
）

町
の
東
西
の
端
を
南
北
に
辻
が
通

る
。商
家
が
多
く
、葛
籠
町
・
大
池
町

と
並
び
水
口
宿
の
中
心
を
な
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

東
　
町  

（
ひ
が
し
ま
ち
）

慶
長
10
年
以
前
は
円
福
寺
門
前
か
ら

野
洲
川
沿
い
に
新
城
村
へ
通
じ
江
戸

口
と
称
し
、大
注
連
縄（
勧
請
縄
）を

張
り
、東
の
境
界
で
あ
っ
た
。

 

湯
屋
町  
（
ゆ
や
ま
ち
）

古
く
か
ら
あ
っ
た
町
。お
風
呂
屋
さ
ん

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
町
名
が
起
こ
っ

て
き
た
と
も
の
と
思
わ
れ
る
。八
丁
堀
・

殿
屋
敷
の
地
名
が
残
る
。

 

瀧
　
町  

（
た
き
ま
ち
）

甲
賀
町
の
瀧
出
身
者
で
構
成
さ
れ
た

町
と
思
わ
れ
る
。

 

池
田
町  

（
い
け
だ
ま
ち
）

北
は
古
城
山
に
続
く
。甲
南
町
の
池

田
出
身
者
で
構
成
さ
れ
た
町
と
思
わ

れ
る
。

 

大
原
町  

（
お
お
は
ら
ま
ち
）

甲
賀
町
の
大
原
出
身
者
で
作
ら
れ

た
町
と
思
わ
れ
る
。北
は
古
城
山
へ

続
く
。

 

呉
服
町  

（
ご
ふ
く
ま
ち
）

北
裏
通
り
で
、町
の
北
側
に
真
宗
大

谷
派
慶
圓
寺
が
あ
り
、天
正
13（
１
５

７
５
）年
、地
頭
に
移
転
す
る
が
寛
永

年
中（
１
６
２
４
〜
４
４
）に
当
地
に

戻
る
。

 

永
原
町  

（
な
が
は
ら
ま
ち
）

南
裏
通
り
。西
端
を
伊
賀
街
道
が
通

る
。西
に
旧
水
口
３
ヶ
村
の
う
ち
の「
中

村
」の
氏
神
、日
雲
神
社
が
あ
る
。

 

鍵
中
町  

（
か
ぎ
な
か
ち
ょ
う
）

東
海
道（
真
中
筋
）と
伊
賀
街
道
の

交
差
点
か
ら
南
側
の
町
。大
正
時
代

に
中
瀬
古
と
合
併
す
る
ま
で
は
、「
鍵

町
」５
軒
だ
け
で
あ
る
。

 

中
島
町  

（
な
か
じ
ま
ち
ょ
う
）

東
側
は
伊
賀
街
道
が
あ
る
が
南
北

に
通
じ
、北
に
折
れ
る
と
鍵
町
、北
は

伴
町
と
接
し
南
は
蓮
華
寺
境
内
に

接
す
。

 

西
　
町  

（
に
し
ま
ち
）

町
の
中
程
を
大
辻
が
通
る
南
裏
通
り

の
町
。南
の
森
に
国
造
神
社
が
あ
り

弟
殿
と
称
し
、旧
水
口
３
ヶ
村
の
西
村

の
氏
神
と
思
わ
れ
る
。

 

夷
　
町  

（
え
び
す
ま
ち
）

西
端
を
伊
賀
街
道
が
南
北
に
通
る
。

「
恵
美
須（
酒
）・
蛭
子
町
」と
も
書
か

れ
て
い
る
。

 

魚
屋
町  

（
う
お
や
ま
ち
）

町
名
は
魚
屋
さ
ん
か
ら
来
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

 

伴
　
町  

（
ば
ん
ま
ち
）

東
端
を
伊
賀
街
道
が
南
北
に
通
る
。

慶
長
７(

１
６
０
２)

年
の
検
地
帳
に

町
名
が
み
え
る
。

 

平
　
町  
（
ひ
ら
ま
ち
）

中
程
を
大
辻
が
南
北
に
通
る
。元
は

「
伊
勢
屋
町
」と
称
し
た
。寛
永
12

(

１
６
３
５)

年
、北
側
に
人
足
会
所
が

置
か
れ
た
。

 

米
屋
町  

（
こ
め
や
ま
ち
）

西
端
の
馬
渡
川
に
石
橋
が
架
か
り
、

東
海
道
が
三
筋
に
分
岐
し
て
い
る
。旧

水
口
の
西
端
で
京
口
と
称
し
東
の
江

戸
口
と
同
じ
く
大
注
連
縄
を
張
り
、

通
行
人
を
下
乗
さ
せ
、被
り
物
を
脱

が
せ
た
と
云
う
。

 

市
場
町  

（
い
ち
ば
ま
ち
）

石
橋
か
ら
三
筋
に
分
か
れ
る
南
裏
通

り
で
、西
半
に
水
口
代
官
所
や
町
奉

行
所
が
置
か
れ
た
。そ
の
南
に
御
茶

壺
屋
敷
が
あ
っ
た
。

 

中
之
町  

（
な
か
の
ち
ょ
う
）

北
裏
通
り
。西
を
大
辻
、東
は
伊
賀

街
道
と
接
す
。北
西
に
日
蓮
宗
本
正

寺
が
あ
る
。

 

塗
師
屋
町  

（
ぬ
し
や
ま
ち
）

三
筋
町
の
北
裏
通
り
。北
は
馬
渡
川

を
挟
ん
で
大
徳
寺
境
内
。漆
を
使
う

「
塗
師
」が
居
住
し
て
い
た
と
こ
ろ
か

ら
つ
い
た
名
前
と
思
わ
れ
る
。

 

坂
　
町  

（
さ
か
ま
ち
）

日
野
道
方
面
に
慶
長
検
地
頃
か
ら
、

家
が
建
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

天
王
町  

（
て
ん
の
う
ち
ょ
う
）

東
端
を
岡
山
城
の
堀
の
一
部
と
伝
え

ら
れ
る
馬
渡
川
が
流
れ
、石
橋
が
架
か

る
。町
名
は
八
坂
神
社
の
旧
名
天
王

社
に
ち
な
む
。北
町
・
河
内
町
と
共
に

伝
馬
町(

西
伝
馬)

に
指
定
さ
れ
た

が
、貞
享
３(

１
６
８
６)

年
の
大
火
で

退
転
。

 

河
内
町  

（
か
わ
ち
ま
ち
）

慶
長
５(

１
６
０
０)

年
以
降
整
備
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。天
王
町
、北

町
と
共
に
伝
馬
町
に
指
定
さ
れ
る
が

50
年
程
で
退
転
す
る
。

 

北
　
町  

（
き
た
ま
ち
）

東
西
の
直
線
町
で
あ
っ
た
が
、天
和
２

(

１
６
８
２)

年
の
水
口
藩
成
立
時
に

北
へ
迂
回
さ
せ
ら
れ
、南
北
通
り
の
町

と
な
る
。天
王
町
・
河
内
町
と
共
に
一

時
、伝
馬
町
に
指
定
さ
れ
た
。

 

天
神
町  

（
て
ん
じ
ん
ま
ち
）

寛
永
10(

１
６
３
３)

年
の
水
口
城
築

城
と
、天
和
２(

１
６
８
２)

年
の
水
口

藩
成
立
時
の
、東
海
道
の
二
度
の
付

け
替
え
で
、全
町
が
心
光
寺
の
北
側
へ

移
動
し
た
。

 
小
坂
町  

（
こ
さ
か
ま
ち
）

慶
長
の
東
海
道
整
備
の
頃
は
真
直

ぐ
に
東
へ
の
び
て
い
た
が
、天
神
町
と

同
様
に
築
城
、藩
成
立
に
よ
り
二
度

北
へ
移
る
。町
内
の
南
側
は
下
級
武

士
の
百
間
長
屋
。

 

大
岡
寺
町  

（
だ
い
こ
う
じ
ち
ょ
う
）

昔
は
、大
岡
寺
の
門
前
一
帯
を「
大

岡
寺
門
前
町
」と
称
し
た
が
、現
在
は

大
岡
寺
町
と
云
う
。

 

心
光
寺
門
前
町

　
　
　
　
（
し
ん
こ
う
じ
も
ん
ぜ
ん
ち
ょ
う
）

延
喜
３(

９
０
３)

年
に
菅
原
淳
茂
が

寺
を
開
く
と
と
も
に
門
前
に
家
が
建

ち
、町
場
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寛
永
の
築
城
時
と
水
口
藩
成
立
時

に
、寺
と
と
も
に
北
へ
移
動
し
た
も

の
。

 

郷
　
山  

（
ご
う
さ
ん
）

天
王
町
か
ら
天
神
町
の
北
方
綾
野
と

の
間
の
畑
地
に
拓
け
た
在
所
。江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
人
家
が
増
え

町
内
と
な
っ
た
。

 

綾
　
野  

（
あ
や
の
）

古
城
山
西
麗
か
ら
柏
木
神
社
に
至
る

一
帯
の
原
野
を
い
い
、享
保
２(

１
７
１

７)

年
頃
か
ら
新
田
開
発
が
行
わ
れ
、

水
口
宿
の
助
成
に
充
て
ら
れ
た
。西
方

に
美
濃
部
天
満
宮（
現
綾
野
天
満

宮
）が
あ
り
、御
茶
園
が
拓
か
れ
た
。

 

北
　
邸  

（
き
た
や
し
き
）

天
和
２（
１
６
８
２
）年
の
藩
庁
成
立

時
に
藩
邸
内
に
で
き
た
町
で
、明
治

以
降
に
藩
邸
内
の
町
が
他
の
宿
場
内

の
町
内
と
一
緒
に
な
っ
た
。北
の
東
海

道
を
背
に
し
て
百
間
長
屋
が
藩
邸
の

防
御
を
兼
ね
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。

 

広
小
路
町  

（
ひ
ろ
こ
う
じ
ち
ょ
う
）

 

内 

殿 

町  

（
う
ち
ど
の
ち
ょ
う
）

 

西
小
路
町  

（
に
し
こ
う
じ
ち
ょ
う
）

こ
れ
ら
３
町
も
明
治
４
年
の
廃
藩
後
、

旧
藩
邸
内
の
中
邨
に
あ
っ
た
町
か
ら

移
行
し
て
で
き
た
町
内
で
あ
る
。

 

東
　
邸  

（
ひ
が
し
や
し
き
）

旧
藩
邸
内
の
呼
び
名
で
あ
っ
た
が
、明

治
初
め
の
改
変
で
、武
家
屋
敷
も

徐
々
に
一
般
住
宅
地
へ
と
変
貌
し
た
。

 

美
濃
部  

（
み
の
べ
）

美
濃
部
郷
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。そ
の
昔
は
、菅
原
家
の
荘
園

で
あ
り
、道
真
の
四
男
淳
茂
の
子
孫

一
族
が
美
濃
部
氏
で
あ
る
。こ
の
集

落
も
水
口
城
築
城
に
伴
い
寛
永
１０

(

１
６
３
３)

年
に
東
見
寺
と
一
緒
に

現
在
の
地
に
移
動
し
て
い
る
。

 

田
　
中  
（
た
な
か
）

か
つ
て
美
濃
部
郷
の
集
落
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、古
い
時
代
か
ら
存
在

し
た
集
落
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。水

口
城
築
城
に
あ
た
り
、今
の
地
に

移
っ
た
。

 

八
幡
町  

（
は
ち
ま
ん
ち
ょ
う
）

江
戸
時
代
の
古
地
図
に
、藤
八
幡
宮

周
辺
を
八
幡
町
と
記
載
し
て
お
り
、

昔
か
ら
存
在
し
た
町
内
と
思
わ
れ
る
。

町
名
の
由
来

「
水
口
の
沿
革
〜
東
海
道
50
番
目
の

宿
場「
水
口
宿
」〜
」

（
水
口
宿
を
よ
く
す
る
会
・
編
）よ
り
抜
粋

昭和20年前後の地図と思われる。


